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研究成果の概要 
筆者は今年度までに複数回に亘って共同利用研究員としての業務に従事させて頂いているが、再

度 2020 年 2 月 20 日から 22 日（3 日間）、3 月 26 日から 28 日（3 日間）まで北海道大学に滞在す

る機会を頂いた。3 月滞在の当初の予定は 3 月 26 日から 29 日（4 日間）であったが、コロナウィ

ルスの影響で図書館を含む諸施設が閉館となったため、帰る日を 1 日早めた。 
2017 年の刑法第 116 条の改正（通称「平手打ち法」）をめぐっては、刑罰を軽減することにより

家庭での女性に対する暴力に拍車がかかることが懸念され、「性」をめぐるロシアの世論を激しく

刺激した。本研究が注目する「女性のための国家行動戦略 2017－2022 年」はこうした社会的な背

景の中で策定されたものだ。本研究は「性」をめぐる議論をにらみつつ、ロシアがこの「戦略」を

もって、どのように女性に向き合おうとしているのかを検討するものであった。 
本研究は北海道大学滞在中、次の 3 点に取り組んだ。(1)現地の新聞紙面からこの刑法改正をめぐ

る言説を丹念に洗い出す：紙面での扱いや記事数、またどのように報道されているかの分析を行う。

(2)国家統計局をはじめとする公的機関が公表する統計の分析：この改正前後の家庭での暴力事件発

生・認知件数の推移を把握する。(3)その他関連資料の収集である。 
現時点では持ち帰った資料すべてに目を通せているわけではないので、これから時間をかけて丹

念に読み込んでいきたい。また、刑法の改正に賛成・反対する社会団体の活動を、すでに研究交流

のある団体を通じて探ることも今後積極的に進めていきたい。 
今回の滞在においては、センター職員の皆様に非常にお世話になった。センターが所蔵する豊富

な資料を自由に閲覧することができたのは非常に有り難いことであった。このような機会を与えて

くださった皆様には心からお礼申し上げたい。 
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